
社会貢献活動のご報告  

増築された浴室棟。 
毎日の入浴が一層楽しいものになりました。 

窓を開け放って、しっかり自分達でお掃除。 
大事に使っています。 

グループセラピーとしてのスポーツ療法の一環である野球場（両翼80m、センター90m）、アスファルトのバレー

コートを整備したいと思っています。また被虐待児対策として、当施設に2年間在籍することで虐待の世代間連

鎖をカット。これを使命と考えています。 

『広島新生学園』は、諸般の事情で親と一緒に暮らすことのできない子ども達が共同で生活して
いる児童養護施設です。幼児から高校生まで現在約80名が暮らしています。子ども達の可能性
を見つけ、個性を伸ばすことを方針に養護計画を実施しています。 

社会福祉法人 広島新生学園 

終戦直後に事業を開始して以来、約60年。送り出した子どもの数は、約2,000名に上ります。中でも、最近入所

してくる子どもの80％は、被虐待児で占められ、心の癒しの必要性を痛感しています。そんな子ども達を中心

とした80名の児童は、今まで1つの浴室で幼児・女子・男子と順番に時間を小刻みに忙しく入浴していました。

今回、エキスパートチャリティーアソシエィションのご支援により浴室を増築することができました。そのおかげ

で全員がゆっくりと入浴できるようになり、人間らしい癒しの時間を持てるようになりました。 

浴室の増築により、80名の子ども達はゆったりと 
一日の疲れを癒す時間が持てるようになりました。 

今後の展望 

ひ ろ し ま し ん せ い が く え ん  


